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国
が
成
長
し
続
け
る
と
、
世
界
は

ど
う
変
わ
る
の
か
？　

こ
の
テ
ー

マ
を
め
ぐ
り
、
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
、
英
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
マ
ー
テ

ィ
ン
･
ジ
ャ
ッ
ク
ス
著
の
『
中
国
が
世
界

を
支
配
す
る
と
き
』
だ
。
世
界
各
国
で
翻

訳
さ
れ
、
中
国
語
版
は
30
万
部
を
超
す
ヒ

ッ
ト
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
ス
氏
に
中
国

が
支
配
す
る
世
界
の
姿
に
つ

い
て
聞
い
た
。

　

│
│
あ
な
た
は
、

中
国
が
米
国
に
代
わ

社
会
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
通

説
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
。

　

│
│
最
も
重
要
な
、
中
国
の
異
質
さ
と

は
何
で
す
か
。

　

そ
れ
は
、
中
国
が
、「
国
民
国
家
」
で

は
な
く
「
文
明
国
家
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
紀
元
前
2
2
1
年
の
秦
の
中
国
統

一
か
ら
数
え
る
と
、
中
国
に
は
2
0
0
0

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
間
に
、
中

国
が
「
国
民
国
家
」
で
あ
っ
た
の
は
、
せ

い
ぜ
い
過
去
1
0
0
年
程
度
だ
。

　

中
国
が
西
洋
的
な
「
国
民
国
家
」
と
異

な
る
例
を
挙
げ
よ
う
。

　

一
つ
目
が
、
中
国
人
が
持
つ
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
だ
。「
自
分
が
中
国
人
で
あ
る
」

と
い
う
意
識
は
、
国
民
国
家
の
時
代
に
形

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
中
国
人
の
国

家
観
、
家
族
観
、
習
慣
、
儒
教
の
教
え
な

ど
は
す
べ
て
、
中
国
が
国
民
国
家
に
な
る

前
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
つ
ま
り
、「
中

国
と
い
う
国
民
国
家
の
一
員
」
で
あ
る
こ

と
で
な
く
、「
中
国
と
い
う
文
明
の
一
員
」

で
あ
る
こ
と
が
、
中
国
人
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
源
泉
な
の
だ
。

　

二
つ
目
が
、
中
国
の
国
土
･
人
口
の
巨

大
さ
だ
。
中
国
は
国
内
で
の
富
や
文
化
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
た
め
、
中
央
集
権
的

に
国
を
統
治
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多

く
の
人
は
、
今
の
中
国
が
極
め
て
中
央
集

権
的
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
多
く

り
世
界
を
支
配
す
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
い
つ
起
き
る
の
で
す
か
。

　

始
ま
り
は
、
2
0
0
8
年
末
に
起
き
た

米
国
の
金
融
危
機
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
米

国
の
弱
体
化
と
中
国
の
力
強
さ
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
。

　

次
に
、
中
国
が
米
国
を
抜
き
世
界
最
大

の
経
済
大
国
と
な
る
。
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
は
、
米
中
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
逆

転
は
2
0
2
7
年
と
予
測
し

て
い
る
が
、
も
っ
と
早
い
と

思
う
。
中
国
が
今
後
10
年
、

8
〜
9
％
の
成
長
を
続
け
る

一
方
、
米
国
は
1
9
9
0
年
代
の
日
本
の

よ
う
な
停
滞
に
陥
る
だ
ろ
う
。
20
年
前
後

に
は
米
中
が
逆
転
す
る
は
ず
だ
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
の
10
年
間
で
、
人
民
元

は
国
際
通
貨
と
な
り
、
世
界
の
主
要
な
準

備
通
貨
に
な
る
。
金
融
の
中
心
も
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
か
ら
上
海
へ
移
る
だ
ろ
う
。

　

│
│
中
国
が
支
配
す
る
世
界
と
は
、
ど

ん
な
世
界
な
の
で
す
か
？

　

中
国
の
台
頭
に
つ
い
て
、
そ
の
経
済
面

ば
か
り
を
語
り
が
ち
だ
が
、
政
治
面
、
文

化
面
、
道
徳
面
で
の
影
響
も
極
め
て
重
要

だ
。「
中
国
は
発
展
す
る
に
つ
れ
、
西
洋

西
洋
人
が
中
国
に
持
つ

大
き
な
誤
解

中
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の
点
で
正
し
く
な
い
。

　

1
9
9
7
年
の
香
港
返
還
の
際
、
中
国

の
「
一
国
二
制
度
」
と
い
う
考
え
を
西
洋

人
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
彼
ら
が
「
国
民
国
家
」
と
い
う
単

位
で
し
か
中
国
を
見
て
い
な
い
か
ら
だ
。

国
民
国
家
は
「
一
国
一
制
度
」
だ
が
、
文

明
国
家
で
は
、「
一
国
二
制
度
」
や
「
一

国
多
制
度
」
が
可
能
だ
。
実
際
、
香
港
は

統
合
か
ら
13
年
が
経
つ
が
、
う
ま
く
統
治

さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
が
、
国
家
と
国
民
の
関
係
だ
。

中
国
で
は
欧
米
よ
り
も
、
国
家
が
よ
り
大

き
な
敬
意
と
正
当
性
と
権
威
を
享
受
し
て

い
る
。
西
洋
人
は
、
中
国
に
選
挙
や
民
主

主
義
が
な
い
こ
と
を
、
愚
か
だ
と
考
え
て

い
る
。
だ
が
、
こ
の
見
方
は
中
国
に
お
け

る
正
当
性
の
性
質
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

イ
タ
リ
ア
は
年
中
選
挙
を
し
て
い
る

が
、
人
々
は
政
府
を
尊
敬
し
て
い
な
い
。

一
方
、
中
国
で
は
選
挙
は
な
い
が
、
政
府

は
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
そ
れ

は
、
政
府
を
中
国
文
明
の
権
化
か
つ
守
護

者
だ
と
見
な
し
て
い
る
か
ら
だ
。
西
洋
人

げ
る
だ
ろ
う
。
英
国
か
ら
米
国
へ
の
覇
権

の
変
遷
に
比
べ
、
米
国
か
ら
中
国
へ
の
そ

れ
は
は
る
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
。

英
米
は
文
化
的
に
似
て
い
る
が
、
米
中
は

大
き
く
異
な
る
か
ら
だ
。

　

│
│
中
国
は
膨
張
国
家
と
な
る
？

　

中
国
は
大
陸
国
家
で
、
海
洋
国
家
と
し

て
の
歴
史
は
な
い
。
唯
一
の
例
外
は
、
明

朝
時
代
の
鄭
和
の
大
航
海
ぐ
ら
い
だ
。
西

洋
諸
国
の
よ
う
な
植
民
地
主
義
の
伝
統
は

な
い
。
今
後
、
中
国
は
海
外
権
益
を
守
る

た
め
に
も
、
海
軍
力
を
増
強
す
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
海
外
で
の
軍
事
介
入
や
占
領

に
つ
な
が
る
と
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
、

中
国
が
目
指
す
の
は
朝
貢
制
度
だ
。

　

│
│
日
本
も
中
国
の
朝
貢
制
度
の
一
員

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
の
朝
貢
制
度
が
復
活
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
新
し
い
秩
序
は
朝
貢
制
度
の
伝

統
の
影
響
を
受
け
る
。
中
国
は
対
外
関
係

を
階
層
で
考
え
る
。自
国
の
文
化
、政
治
、

は
国
家
を
〝
必
要
悪
〞
と
考
え
る
が
、
中

国
人
は
〝
親
密
な
存
在
〞
と
と
ら
え
る
。

　

四
つ
目
が
、
中
国
人
の
民
族
意
識
だ
。

イ
ン
ド
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
人
口
の

多
い
国
は
、
自
ら
を
多
民
族
国
家
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
で
は
、
約
9

割
の
国
民
が
漢
民
族
だ
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
い
る
。

　

│
│
こ
う
し
た
異
質
さ
か
ら
す
る
と
、

中
国
が
「
責
任
あ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
」
と
し
て
振
る
舞
う
可
能
性
は
低
い
？

　

短
期
的
に
は
、
中
国
は
模
範
的
な
行
動

を
示
す
だ
ろ
う
。
経
済
を
成
長
さ
せ
る
た

め
に
は
、
現
在
の
国
際
シ
ス
テ
ム
と
統
合

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

だ
が
長
期
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
隠
し
て

い
た
本
来
の
姿
を
現
す
可
能
性
が
高
い
。

米
国
中
心
の
国
際
シ
ス
テ
ム
は
変
貌
を
遂

道
徳
に
強
い
優
越
感
を
持
っ
て
い
る
。
ア

ヘ
ン
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た
「
屈
辱
の
1
0

0
年
」
に
お
い
て
も
、
中
国
は
自
分
を
劣

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
日
本
が
、
朝
貢
制
度
の
一
員
に

な
る
と
は
思
わ
な
い
。
歴
史
的
に
、
日
本

は
一
貫
し
て
中
国
の
朝
貢
制
度
か
ら
距
離

を
取
っ
て
い
た
し
、
日
本
は
独
自
の
文
化

や
文
明
を
持
つ
先
進
国
だ
。
た
と
え
中
国

中
心
の
東
ア
ジ
ア
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た

と
し
て
も
、
日
本
は
最
も
自
立
し
た
地
位

を
保
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

│
│
日
本
は
中
国
と
ど
う
付
き
合
う
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

　

両
国
の
利
益
に
と
っ
て
、
関
係
改
善
は

重
要
だ
が
、
よ
り
必
要
性
が
高
い
の
は
日

本
だ
と
思
う
。
日
本
は
今
の
立
ち
位
置
を

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
は
明
治
維
新
以
来
、「
脱
亜
入
欧
」

を
選
び
、
そ
れ
が
日
本
の
目
覚
ま
し
い
発

展
に
つ
な
が
っ
た
。
だ
が
、
時
代
は
変
わ

っ
た
。
今
起
き
て
い
る
の
は
、「
ア
ジ
ア

の
復
興
と
西
洋
の
没
落
」
だ
。
日
本
は
自

ら
を
「
米
国
寄
り
の
太
平
洋
の
パ
ワ
ー
」

で
は
な
く
、「
ア
ジ
ア
の
パ
ワ
ー
」
と
再

定
義
す
べ
き
だ
。

　

中
国
を
敵
と
見
な
し
、
米
国
を
頼
り
に

し
続
け
る
戦
略
は
、
短
期
的
に
は
機
能
す

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
長
期
的
に
は
日
本
の

立
場
を
弱
く
す
る
だ
け
だ
。
い
っ
た
い
い

つ
ま
で
米
国
が
ア
ジ
ア
で
今
の
地
位
を
保

て
る
の
か
。
そ
の
期
間
は
さ
ほ
ど
長
く
な

い
と
思
う
。

中
国
は
西
洋
化
し
な
い

こ
れ
か
ら
も
自
己
流
を
貫
く

中
国
が
支
配
す
る
世
界
の
姿
と
は
？日

本
は
朝
貢
制
度
に

組
み
込
ま
れ
る
の
か
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